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津 南町森林組合

反里口団地にて搬出作業中

代
表
理
事
組
合
長
　
涌
井
　
九
八
郎

こ
の
冬
は
平
成
19
年
以
来
の
小
雪
と
な
り
、
過
ご
し
易
か
っ

た
と
同
時
に
、
次
の
冬
が
ま
た
心
配
に
な
り
ま
す
。
豪
雪
地
に

暮
ら
す
者
の
性
で
し
ょ
う
か
。
組
合
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
日
頃
よ
り
組
合
運
営
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
３
月
20
日
に
第
49
回
通
常
総
代
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
と
こ
ろ
、
多
数
の
総
代
の
皆
様
よ
り
ご
出
席
い
た
だ
き
、
提

案
い
た
し
ま
し
た
全
議
案
を
承
認
頂
き
ま
し
た
。
今
期
は
円
安

に
よ
る
原
材
料
の
高
騰
も
あ
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
原
油
安
に

よ
り
動
力
光
熱
費
が
縮
減
さ
れ
た
こ
と
と
、
食
品
加
工
部
門
が

計
画
以
上
に
伸
び
た
こ
と
も
あ
り
、
前
期
を
上
回
る
剰
余
金
を

計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

森
林
経
営
計
画
に
よ
る
森
林
整
備
に
つ
い
て
は
、
関
係
山
林

所
有
者
や
生
産
森
林
組
合
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
中
で
、
32
ha

の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
津
南
町
か

ら
の
支
援
と
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
基
金
の
活
用
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
く
、
今
期
も
35
ha
の
森
林
整
備
を
計
画
す
る
と
と
も

に
、
こ
こ
で
間
伐
搬
出
さ
れ
た
木
材
に
つ
い
て
は
、
製
材
加
工

の
う
え
「
ふ
る
さ
と
越
後
の
家
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
の
販
売

の
他
、
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
に
活
用
し
て
行
く
予
定
で
す
。

食
品
加
工
に
お
い
て
は
、
３
年
が
か
り
で
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
認
証
で
あ
る
、

Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
２
２
０
０
０
を
取
得
で
き
ま
し
た
。
ま
た
食
品
分
野

の
売
上
額
も
15
億
を
達
成
で
き
、
こ
れ
も
強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー

で
あ
り
ま
す
日
本
食
研
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
様
の
ご
協
力
の

結
果
で
も
あ
り
ま
す
。

き
の
こ
部
門
に
お
い
て
も
培
養
事
業
、
生
産
事
業
と
も
昨
年

秋
か
ら
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
生
産
組
織
と
も
ど
も
地
域
特

産
物
の
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
期
は
組
合
創
立
50
周
年
と
な
り
ま
す
。
改
め
て
こ
の
地
域

に
お
け
る
森
林
組
合
の
意
義
と
、
生
産
活
動
及
び
雇
用
の
場
と

し
て
の
有
様
を
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
組

合
員
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
取
り
巻
く

経
済
環
境
も
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員

各
位
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
度
に
向
け
て
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第49期通常総代会が開催されました
3月20日、近年にない小雪のなか、大勢の総代の皆様から出席頂き、第49期通常総代会が開催されました。議長には米原

の大口博正総代が選出され、スムーズな進行で提案致しました議案は全て承認されました。
平成27年度の業績は総取扱高（受託事業含む）24億6,800万円で昨年に比べ１億6,200万円の増加となりました。剰余

金の処分は法定積立の他、平成29年に計画している50周年記念行事や損失補てんのための積立てと2%の出資配当をする
ことといたしました。

平成28年度計画は厳しい経済環境下ではありますが、総取扱高25億2,000万円を目指します。役職員一丸となり事業目
標達成に向け努力いたしますので、組合員皆さまのご理解とご協力をお願い致します。

　

津
南
町
森
林
組
合
表
彰
規
程
に
よ
り
、
長
年
に
亘
り
組
合
業
務
運
営
に
寄

与
さ
れ
た
方
に
感
謝
状
並
び
に
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
表

彰

式

表彰の種類 受賞者氏名 理　由

感謝状

上　段 中沢　弘義 業務協力員勤続 10 年以上
美雪町 山本　芳雄

総代勤続５期以上

貝　坂 大島  　 実
穴　藤 涌井　　強
小下里 大倉　一郎
赤　沢 島田　謙一
相　吉 内山   　優
上　野 山本　勝雄
灰　雨 津端　鉄男
朴木沢 半戸　　裕
小　池 村山　久一
百ノ木 鳴海　文男
押　付 滝沢　文生
巻　下 江村　　豊
外　丸 丸山　武一

職員表彰

きのこ部 古澤　明浩
職員勤続 20 年

特産部 古髙百合子
総務部 久保田栄子

職員勤続 30 年
特産部 髙橋てる子

涌井　九八郎

新組合長挨拶こ
の
た
び
思
い
掛
け
ず
組
合
長
と

い
う
重
責
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

前
組
合
長
は
こ
の
津
南
町
森
林
組

合
創
立
以
来
49
年
に
亘
り
、
役
職
員

と
し
て
現
在
の
事
業
規
模
ま
で
育
て

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
比
べ
、
浅
学
非
才
の
私
と

し
て
は
与
え
ら
れ
た
職
責
の
重
大
さ

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、

今
回
選
任
い
た
だ
い
た
役
員
各
位
、

職
員
の
協
力
を
得
、
一
致
団
結
し
て

津
南
町
に
あ
る
森
林
組
合
と
し
て
の

事
業
推
進
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
組
合
員
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
ご

支
援
を
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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退
任
の
挨
拶

滝
沢
　
完
治

第
49
期
の
通
常
総
代
会
が
３
月
20
日
開
催

さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
各
議
案
が
全
て
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
こ
と
49
年
間
に
わ
た
り
本
組
合
の
役
職

に
係
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
職
務
を
退

任
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
組
合
設
立
以

来
よ
り
、
組
合
員
皆
様
を
始
め
役
職
員
各
位

か
ら
多
大
な
ご
支
援
い
た
だ
い
た
事
に
、
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
組
合
は
ご
案
内
の
と
お
り
、
新
年
度
は

創
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
先
人
達
が
築
き

上
げ
た
経
営
基
盤
を
も
と
に
、
事
業
の
継
続

並
び
に
維
持
を
基
本
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
が
、
幸
い
に
も
大
過
な
く
運
営
で
き
ま

し
た
。

組
合
設
立
の
一
つ
の
目
的
で
も
あ
り
ま
し

た
「
雇
用
の
確
立
」
で
は
、
１
５
０
名
近
い

職
員
が
働
く
場
が
で
き
ま
し
た
事
に
つ
き
、

改
め
て
関
係
各
位
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

限
ら
れ
た
経
営
基
盤
と
資
源
に
乏
し
い
環
境

の
下
、
豪
雪
地
帯
と
い
う
ハ
ン
デ
イ
の
中
で

の
組
合
運
営
は
、
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
着
実
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
組

合
員
並
び
に
お
得
意
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
た
も
の
と
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
社
会
情
勢
の

変
化
の
激
し
い
中
、
確
か
な
目
標
を
以
っ
て

今
後
も
事
業
伸
長
を
期
す
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

永
き
に
わ
た
り
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
退
任

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

退任役員

定
年
退
職
者
紹
介

新
役
員
挨
拶

退任役員 任期期間

滝沢　完治 ４期 寺石

山田　龍一 ４期 結東

草津　　進 ２期 赤沢

涌井　義男 ２期 割野

中澤　幸男 ５期 上段

清水　迪男 ３期 田中

　

21
年
半
無

事
退
職
を
迎
え

る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

こ
れ
も
す
ば

ら
し
い
仲
間
に

出
会
え
た
お
か
げ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
嘱
託
と
し
て
、
あ
り
が
と

う
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
皆
様
の
足
を

引
っ
張
ら
な
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
で

監
事
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
不
慣
れ
で
す
が
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

微
力
で
す
が
組
合
発
展

の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

特
産
協
議
会
の
一
員
と

し
て
、
き
の
こ
事
業
に
寄

与
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

微
力
で
す
が
皆
様
の
負

託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

職
員
時
の
経
験
を
生
か

し
、
一
生
懸
命
組
合
に
恩

返
し
す
る
よ
う
努
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

組
合
発
展
の
た
め
頑
張

り
ま
す
。
特
産
部
長
も
担

当
し
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

定
年
を
迎

え
る
事
に
な
り
、

家
族
の
協
力
と

職
場
の
仲
間
の

お
か
げ
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
勤
め
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ず

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　

組
合
に
入
っ

て
33
年
の
間
、

い
ろ
ん
な
部
署

で
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
嘱
託
と
し
て
、
ま
た
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

村山 しげ子

石澤 憲一郎
（駒返り）

滝沢 和彦
（赤沢）

石澤 巧
（鹿渡）

福原 眞太郎
（外丸）

若井 岩雄
（穴山）

涌井 吉成
（中深見）

村山 敦子宮沢 政典



毎年山菜集荷にご協力いただきありがとうございます。例年好評をいただいております山竹の子の缶詰加工承ります。

お問合せなど詳しくは、特産部
『久保田・樋口』までご連絡下さい。お問合せ

平成28年度山竹の子缶詰加工のお知らせ山竹の子缶詰加工のお知らせ山竹の子缶詰加工のお知らせ
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中国工場の監査実施
　仕入れる製品や原料について、それがきちんとした物か、確かな作り
方をされた物かどうかは、メーカーにとってとても重要なことです。
　それが原因でクレームや、製品回収になっては元も子もない話ですし、
悪い原料からは、良い製品は出来にくいものです。
　そこで行うのが仕入先の確認（監査）です。
　森林組合では、認証取得に合わせ、順次この仕入先監査を行なってい
ます。
　昨年もいくつかの仕入先で行いましたし、今年に入り既に複数の工場
を見させて頂いています。
　そんな中、３月21日からは、仕入先の「中国（中華人民共和国）」に出
かけ、春雨や竹の子（もうそう竹や細竹）等の加工工場を５か所、ふきと竹の子の圃場（竹の子の山）を見て来ました。
仕入担当、開発担当、品質管理担当の３人チームです。
　言葉が殆ど通じない中、通訳の日本企業の方を通して、原料や製造工程に問題が無いか等、初めて見る工場の様
子に驚きながら、真剣に見て回りました。
　中国国内はとても広く、仕入品目の関係で、飛行機や新幹線を使い、４千㎞もの移動で、ホテルの到着が真夜中に
なることもあり、かなりハードな行程でも有りました。
　中国の発展の様子はご存知の通りですが、加工原料の供給基地としてもまだまだ大切な存在です。
　初めてのパンダを見に行列を作ってから40年、色々問題も無いわけではありませんが、協力関係をさらに深めて
いければと思う中国監査の旅でした。

特産部NEWS

中国視察　 えのき選別作業

加工料 １缶　330 円（税込）　１kg で 3 ～ 4 缶程度できます

お願い
収穫後すぐに皮をむき、生のままで、食べられる部分を 10cm 以内に切り、ビニー
ル袋に入れてください
油性マジックで、住所・氏名・電話番号を明記してください

受　付　日
カレンダー

月 火 水 木 金 土 日

５月

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

６月

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17

受付時間 11時半までに、森林組合へお持ちください

お客様が持ってきた竹の子は、必ずそのお客様の缶詰になりますので、ご安心ください。
なお、加工料は品物を引取る時にお支払い下さいますよう、お願いいたします。
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なめこドレッシング

①お好みの野菜
　（レタス・きゅうり・大根・雪下
　　人参・トマト）… ………… 適量
なめこ…………………… 100ｇ
②サラダ油………………大さじ2

②醤油……………………大さじ1
②酢又はレモン汁………大さじ1
②すりおろし生姜………小さじ2
②砂糖……………………小さじ2
②あらびき塩胡椒………… 少々

材料（４人分）

作  り  方

❶　なめこは熱湯でゆがき粗熱を取る。
❷　お好みの野菜は適当な大きさに切る。
❸　②をボウルに入れよく混ぜ合わせる。
❹　②の中に粗熱を取ったなめこを入れざっくり混ぜる。
❺　①のお好みの野菜にかけて出来上がり。

　

津
南
中
学
校
の
２
年
生
が
、
修
学
旅
行

で
最
終
日
の
３
月
10
日
に
、
津
南
杉
の
間

伐
材
で
作
っ
た
コ
ー
ス
タ
ー
や
町
の
特
産

物
を
、
京
都
駅
前
や
京
都
タ
ワ
ー
前
で
配

り
「
つ
な
ん
」
を
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
い
思
い
出
に
な
っ
た
か
な
？

間
伐
材
が
京
都
へ

津
南
中
　
修
学
旅
行杉　伐採作業

かわいい「ゆきっぺ」完成

コースター制作

京都駅前　つなんピーアール一生の思い出　62 人の仲間

・なめこの粒は小さい方がドレッシン
グの味がしみて美味しく頂けます。

・生野菜だけでなく、冷ややっこなど
色々なトッピングをして楽しめます。
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きのこ部きのこ生産課パート職員（１名）
特産部きのこ販売職員（１名）
を募集しております。
　まだまだ若者には負けない大将 ! 仕事を探しているあ
ねさ ! 楽しい仲間が貴方を待っています。一緒に働きま
しょう !! 詳細はハローワーク窓口または森林組合へお電
話をください。

森林内や樹下には古来より薬木や薬草として利用
されてきたものや、昭和 30 年代頃まではヤギやウサ
ギの飼養は子供の仕事であったことから、餌として
与えられる木草、与えてはならない木草は家族から
教えられてきたと同時に、必要な物は各家庭に保存
されてきました。

現代はそれらが民間薬としても、家畜の餌として
も殆ど利用されることが無くなっており、従って名
前も知らない人達が多くなっています。これから

津南地域で今まで利用されてきた薬用植物について、
次号から順次掲載していく予定です。

なお、この広報誌が発行される時期は、待ちに待っ
た山菜シーズンとなります。昔は冬場青物が無く、
雪消えに出るフキノトウ・ウド・木の芽（アケビの
新芽）などは、最初の青
物野菜であり、苦みもあ
ります。冬眠から醒めた
熊も同じですが、この苦
味はデトックス効果もあ
ると共に、薬草の一種で
もあります。

薬用植物編

職員募集中 !!
組合員の皆様へ

　 あ と が き

　 今 年 の 冬 は 小 雪 で 通 勤 が 楽 で し
た。灯油代は 50 円前後、ガソリン代
は 100 円前後でお財布にもやさしい冬
でした。もうこんな年はないだろうと、
浮いたお金を貯金すればよいのですが
自分にご褒美をと言い訳つけて衝動買
いし、結局生活面は楽にならないので
した。

特産部 生産課

吉
よし

田
だ

　拓
たく

真
ま

（十日町市）

特産部 生産課

桑
くわ

原
ばら

　梓
あずさ

（津南町 船山）

きのこ部 培養課

小
こ

林
ばやし

　正
まさ

和
かず

（津南町 割野）

特産部 生産課

藤
ふじ

ノ
の

木
き

　由
ゆ み こ

美子
（津南町 船山）

特産部 生産課

小
お

川
がわ

　眞
しん

介
すけ

（十日町市）

４月１日より入りま
した新しい仲間を紹
介します。
皆様の温かいご指導
をよろしくお願い致
します。

職員紹介

　組合員の皆様には日頃よりご支援ご協
力いただきましてありがとうございます。
下記の異動がある時は各届出書の提出を
お願いいたします。

●組合員に加入する時
●持分を譲渡する時
●組合員の名前が変わった時
●組合員の住所が変わった時
●組合員の相続をする時
　（相続開始後90日以内）
●組合員を脱退する時

　お手数ですがよろしくお願い
いたします。




